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学校規模適正化・適正配置に関する基本方針 
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Ⅰ  はじめに 

学校規模の偏り 

平成２８年２月改定  「鹿児島市教育振興基本計画」 
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Ⅰ  はじめに 

平成２８年６月   学校規模適正化検討委員会 

学識経験者  ・・・  ２人 
地域代表    ・・・  ３人 
保護者代表  ・・・  ２人 
学校代表    ・・・  ２人   合計 ９人 
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Ⅰ  はじめに 
平成３０年３月 
鹿児島市立小学校・中学校の 
学校規模適正化・適正配置に関する基本方針 

１  子供たちにとってよりよい教育環境を整備し、充実させる。 

２ 保護者や地域の方々と十分に協議を行い、理解と協力 
  が得られるよう努める。 

３ 本市の人口の推移、学校の立地状況や施設の状況など 
  を勘案しながら、全市的な視野に立って取り組む。 

基本的な考え方 
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Ⅱ  鹿児島市及び市立小・中学校の状況 
１  鹿児島市における将来人口の推計 

80,965  82,000  80,000  79,000  80,000  82,000  

358,756  351,000  336,000  324,000  312,000  295,000  

145,300  167,000  175,000  179,000  181,000  185,000  
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年齢不詳 

老年人口 

（65歳以上） 
生産年齢人口

（15～64歳） 
年少人口 

（15歳未満） 

 (599,814)       (600,000)       (591,000)       (582,000)       (573,000)       (562,000)   

（注） 元号については、本方針策定時点のものを使用しております。 

「鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」による推計 
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Ⅱ  鹿児島市及び市立小・中学校の状況 

児童数と小学校数の推移 
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Ⅱ  鹿児島市及び市立小・中学校の状況 

生徒数と中学校数の推移 
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Ⅲ  学校の規模適正化・適正配置の必要性 

１  学校の役割 

学校や学級などの集団 

適正な学校規模を確保していくことが必要 
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Ⅲ  学校の規模適正化・適正配置の必要性 

小規模校の特徴 

メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト 

学
習
面 

・  きめ細かな指導が行いやすい。 
 
・  家庭や地域と連携が図りやすい。 

・  多様な考えに触れる機会が少ない。 
 
・  中学校では、専門の教員を確保 
  できない場合もある。 

生
活
面 

・  生活環境が把握しやすく、きめ 
  細かな指導が行いやすい。 
 
・  子供の活躍できる場面が多い。 

・  人間関係が固定化されやすい。 
 
・  部活動の種類や外部指導者が 
  少なくなりがちである。 

学
校
運
営
面 

・  職員が少ないため、共通理解や 
  連携が図りやすい。 
 
・  成績処理等の事務に要する時間 
  が少ない。 

・  職員の負担が大きくなる。 
 
・  作業の分担や行事運営するための 
  職員数が足りない。 

２  小規模校や大規模校の教育活動の特徴 
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Ⅲ  学校の規模適正化・適正配置の必要性 

メ リ ッ ト デ メ リ ッ ト 

学
習
面 

・  多様な考えや意見に触れる機会が 
  多く、考えが広がりやすい。 
 
・  教科の専門性の高い授業を受ける 
  ことができる。 

・  個に応じたきめ細かな指導が 
  行いにくい。 
 
・  活躍する場や機会を設定しにくい。 

生
活
面 

・  学級編成を変えることで、新たな 
  人間関係が構築できる。 
 
・  部活動の種類や外部指導者が多い。 

・  生活環境が把握しにくく、きめ 
  細やかな指導が行いにくい。 
 
・  異学年交流の機会が設定しにくい。 

学
校
運
営
面 

・  職員の負担が少ない。 
 
・  職員がおおく、作業分担や行事 
  運営が円滑に行える。 

・  職員間の共通理解や連携が 
  図りにくい。 
 
・  成績処理等の事務に時間を要する。 

大規模校の特徴 

２  小規模校や大規模校の教育活動の特徴 
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Ⅳ  適正な学校規模と適正配置の考え方 

１  適正な学校規模 

   25～30学級の学校に
ついては、児童生徒数の
これまでの推移や将来推
計などを把握しつつ、状
況に応じた検討が必要 
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Ⅳ  適正な学校規模と適正配置の考え方 
２  市内小・中学校の状況  （小学校）  

 適正化を検討する範囲
 

            

今後の児童生徒数 

の推移により、 

検討する範囲 

 適正化を検討する範囲
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Ⅳ  適正な学校規模と適正配置の考え方 
２  市内小・中学校の状況  （中学校） 

 

適正化を検討する 

 範  囲
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Ⅳ  適正な学校規模と適正配置の考え方 

３  学校の適正配置 

小学校 おおむね４ｋｍ以内 おおむね１時間以内 

中学校 おおむね６ｋｍ以内 おおむね１時間以内 

徒歩や自転車 

公共交通機関等 
15 

※  国の基準に準拠 



Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 
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Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 

隣接する校区を変更することによって、学校の規模適正化・ 
適正配置が図られる。 

Ａ校区 

過大規模校 
大規模校 

Ｂ校区 

過小規模校 
小規模校 

Ｂ校区 

適正規模校 

Ａ校区 

適正規模校 
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Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 

適正化を検討する範囲にある学校が、過小規模校や小規模校、
適正規模校と隣接しており、お互いに統合することで、より適正な
学校規模が維持できる。 

適 正 
規 模 校 

小規模校 過 小 
規模校 

適 正 
規模校 
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Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 

複数の過小規模・小規模小学校が複数の過小規模・小規模 
中学校と再編することで、より適正な学校規模が確保できる。 

小規模 
中学校 

過小規模 
中学校 

小規模 
小学校 

小中一貫型 
小学校・中学校 

過小規模 
小学校 
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Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 

適正規模校同士であっても、小中一貫教育の教育効果について 
理解が得られ、小中一貫教育の導入が望ましいと考えられる 
場合は、適正規模校同士の統合も検討 

適正規模 
中学校 

適正規模 
小学校 

小中一貫型 
小学校・中学校 
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Ⅴ  学校規模を適正化する手立て 

教室数の不足 

大規模校としての 
教育課題の顕在化 

31学級以上の過大規模校の 
分離新設は慎重に判断 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 

子供たちの気持ちに 
配慮した取組を検討 

子供たちの 
実態に応じた支援 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 

子供たちのために 
よりよい教育環境を 

整えるための思いを共有 

地域と学校の 
相互協力的な 
関係を維持 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 

通学路が変更になる場合 

通学距離・時間の基準を超える場合 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 

校舎等の老朽化の状況 
や安全性等を勘案 

検 

討 
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Ⅵ  学校の規模適正化・適正配置を 
      進める上での留意点 
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〔事務局〕  

 鹿児島市教育委員会総務課 

 〒892-0816 鹿児島市山下町６番１号 

 電話 (099) 227-1926 

 FAX  (099) 222-8796 

 E-mail    

 

市ホームページ 
（学校規模適正化） 
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本日はありがとうございました。 

お尋ねやご意見などがございましたら 

お気軽にご連絡ください。   

 


